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皆さん、こんにちは。少年鑑別所の定本で
す。
知っている人は知っているのですが、私
ちょっと、ADHD的なことがありまして、
今回の講演を随分前から、ご依頼いただけた
にもかかわらず、１時間、開始時間を間違え
て準備してきまして、開始の１分前に到着し
ました。ということで、司会の方々を、先生
を含めて、皆さんを困らせてしまったこと、
申しわけありません。
私は、少年鑑別所というところで、非行少
年の鑑別をする仕事を精神科医として主な業
務にしてきました。
鑑別というのは、犯罪行為を犯した子ども、
14歳から20歳までの子どもが、どうしてこう
いうことをしたのかということを調べること
でございます。そのために、その子の育って
きた環境を調べたり、それから今まで起こっ
てきたこと、その家庭や学校や地域の状態、
そして、資質。そういうものを調べた上で、
総合的に、その子が非行に至った理由の鑑別
をおこなうという感じです。
いつも私が鑑別するときに、三つの視点を
大事にしているのです。子どもは周囲の環境
の影響を受けやすい。未熟で発達段階の途上
にありますから、依存的な段階です。大人以
上に周囲の環境の影響をすごく受けています。
だから、子どもの行動に関しては、必ず、そ
の子どもだけを見ていてもわからない。周囲
の環境がどうだということを見ないと、わか

らないです。
それから、非行少年といっても、昨日、今
日、急に非行少年になった子は一人もいませ
ん。もう、私の経験では、よくわかるのです。
幼児期、学童期、いろんなことが積み重なっ
た時の流れの中でこそ、今です。いきなり非
行といっても、それは必ず、その前にサイン
を子どもたちが出していたのを、周囲の大人
が気付かなかった。あるいは、気付いていて
も、どうしようもなかったということがあり
ます。
それから、子どもそのものの資質をしっか
り見ないといけない。同じ虐待を受けた環境
に育ったとしても、思春期に非行に至る子と
至らない子がいるのです。
こういうふうに、だいたい人は思春期、青
年期、いろいろなことを起こすのです。幼児
期、学童期に起こしても、それは、そんな大
したことでないとか、周りの大人が困るとい
うことはないわけです。
やはり、非常に青年期にいろんなことが起
こるのだけれども、必ず、それまでに至る理
由というか、必然性というものがあると感じ
ています。
どうして思春期にいろんなことが起こるの
かと。思春期の心性ということをお話ししま
す。まず、第二次性徴から始まります。これ
はホルモンの問題です。心身の発育や発達は、
非常にアンバランスになります。そういうと
きには、思春期は「自分」というのが一番の
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関心事です。そして自己像ということが、自
分がどういう存在なのか、周りからどう見ら
れているのか、自分は何のために生まれてき
て、どんな役割で社会に参加すればいいのか
みたいなことが非常に問題になります。
心は敏感だし、極端だし、不安だし、自分
は人にどう見られているか、心配ですから、
ちょっとした視線やちょっとした言葉だけ
で、極端に喜んだり、悲しんだり、絶望した
り、有頂天になったり。そして大人が思って
いる以上に、子どもたちは不安を抱えていま
す。だって、こういう不安定な時期にあって、
進路とか、友だち関係とか、こういう難しい
問題にいつも直面しているわけなのです。だ
から、この時期の子どもたちは、非常に、身
近な大人に対して依存的になっています。第
二の乳児期と言われるほどに、思春期は依存
的になります。
一方で、思考力とか判断力が付いているの
で、自己主張がある。そして大人に対して反
発する。だから、この「依存」と「反発」と
いうのが両方、子どもにある。それはやはり、
大きな非行のメカニズムだと思うのです。そ
れまでの生育歴のなかで積み残している矛盾
とか、置き去りにしてきた問題といったもの
が、思春期に激しいエネルギーを持って噴出
する。それが非行だというふうに、私は感じ
てきました。
この一つの非行なのです。いろんな出方が
あります。思春期というのは、誰しも通る道
なのですが、その子の資質とか能力とか、周
囲との関係とか葛藤も…、ということによっ
て、出方が全然違うのです。
子どもを重層的に捉える。これも大切だと
私は思っていたのですが、先ほど挙げたのは、
発達障害があろうがなかろうが、思春期の問
題です。次は発達障害があるかどうかをき
ちっと見るということです。こういうふうな
ことがあって、子どもの人となり、個性は一
人一人違うのです。思春期の問題の出し方に

も違いがあります。
ベースはベース。どんな子でも生物的な
ベースがある。そのように発達の過程があっ
て、心理的な問題では、情緒や行動の問題。
そして神経症障害みたいなものが、症状が・
伴うということです、ここで。ここで、専門
家にかかったりするきっかけになったりする
と。それをすべておおうものとして社会・環
境の要因があります。そういうことをきちっ
と、一人の子どもについて把握してこそ、一
人の子どもの理解ができたということだと思
うのです。
発達に関してはもちろん、生物学的や中枢
神経系、基本的障害がベースにあるというも
のが発達障害なのですが、でもやはり、機能
的障害であって器質的なものじゃないですか
ら、社会・環境が、常にその子の生活してい
る環境が、その子の発達に促進的な環境であ
れば、発達は絶えず促進される。でも、環境
が発達に阻害的な環境だった場合に、発達は
停滞していくということが言えるのだと思い
ます。
私は、もう平成３年から非行少年を見てい
るのですが、おおざっぱに言って、非行少
年って、どんなものだと聞かれたときに、悪
いことをして入っているのです。だから、非
行少年は悪い子たちなんだと思うと思うので
すが、実は案外そうでもないのです。服を脱
いで、普通の体操服みたいなのに着替えて
入ってきて、子どもは、案外、普通の子なの
です。たいがい、かわいい普通の子なのです。
ただ、生きる不器用な子たちが多いので
す。そしてうまくやれないのです、社会の中
で。ドジな感じなのです。それから先のこと
を考えずに思いつきですぐ行動してしまう。
ちょっと先のことを考えれば、10年も50年も
先じゃなくていいのです。１分か２分か、せ
いぜい３分先のことを考えたら、こんなこと
をしないのにというふうな。
それから、周囲のことがちゃんと見えてい
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ない。自分の置かれている状況がつかめてい
ない。それから、社会でうまく世渡りという
ものができないんじゃないか。生きにくさを
抱えているんじゃないか。そういう感じの印
象を感じてきました。どうなんだと言われる
と。
でも、だからといって、まったく社会に適
応できていないかということではないのです。
一応、普通の世界に生きているのです。だか
ら、特別な援助や配慮を受けてきたわけじゃ
ないのです。
私はそういうところに、資質的な脆弱さ、
ちょっとした脆弱さというのを感じていたの
です。必ずしも環境的な問題だけではないと
感じました。虐待を受けている子は本当に多
いのです、だから養護施設に措置されます
が、適応できずに無断外泊をしたり、それか
ら親族の他のところに移しても同じことを繰
り返す。また家出を繰り返す。無断外泊を繰
り返す。親族のもとにいて、また、葛藤して、
けんかして、反発して、こういうことを繰り
返してしまう。というふうな子がいて、環境
が改善されれば、それで解決になるんじゃな
い。発達の問題も抱えているというふうに思
われる子がおりましたので、それはやはり、
ちょっとした部分。大きな目に見える範囲
じゃないのです。福祉的サービスや教育的配
慮から抜け落ちたところでいいのかなという
ふうに。だんだんと私は、平成９年ぐらいか
ら、こういう診断をするようになったのです。
知的障害の、たいがいは判定されていない
のですが、計ってみたら、60代とか70代の前
半とかということもあるのですが、知的障害
のレベルは軽度なのです。なので、軽度とか、
境界知能の80ぐらいのところが非行少年全体
で多い。いずれも言わば、軽度なのです。だ
から、グレイゾーンの、診断はされるかされ
ないかわからないぐらいのところが多く、ほ
とんどは未診断です。
なので、相応の配慮や教育を受けていない。

やはり思春期に至って多くの修飾をまとって
しまう。もともとの障害特性ではなくて、二
次障害です。そういう印象を持ったのです。
それが一つ。
特に発達障害だけで非行化するわけじゃな
いということが、必ず言えます。やはり、先
ほど言いましたように、不器用で生きにくさ
を抱えている子どもなのです。だから、通常
よりも、ちょっとだけ丁寧に、すごくじゃな
くて、ちょっと丁寧に保護されながら、この
世界の生き方を学んでいくという過程が必要
なんだろうなと思うのです。
それが、守られなかった。むしろ、誤解を
受けたり、無理解の環境のなかで、多くの傷
を受けてしまった。それが思春期まで問題が
持ち越されて、積み残されて、引きずられて、
どこか二次障害をというふうに思うのです。
社会の人間関係の取り方もうまくないとい
う気はします。現実適応力とか、行動統制力
とか、そういうものを向上させるための訓練
という感じなのです、矯正教育は。
矯正教育というのは、少年院でやる教育で
す。悪いことをした子に、悪いことをしては
いけないよという教育じゃないのです。不器
用で生きにくい子どもたちに適応力を付け、
行動統制力、ちゃんと自分の衝動をコント
ロールできるというふうな、そして周囲とう
まく人間関係が持てるというふうになるため
の訓練の場という気はします。
そこで、発達障害のことが診断はされない
までも、そういう傾向を持った子が少なくな
いということを想定した上で、認知行動療法
です。そういうことが進められたらいいなと
思います。
今度は発達障害と二次障害というものがあ
ります。誰にとっても、成長、発達していく
過程があります。それは、発達障害かまだわ
からないけれども、子ども側の資質的な弱さ
にちょっと気付く。その上で、育つ子どもが
乳幼児期、学童期、思春期になっていったと
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きの周囲や経過を、想像しながら鑑別をよく
します。
時期ごと、ライフサイクルごと。この子は
乳幼児期のこの段階で、あるいは学童期のこ
の段階で、その大きな課題につまずいたん
じゃないかなと思うことがあります。
すべての子どもが発達障害があろうがなか
ろうが、日々、発達しています。しだいに、
社会的存在としてのスキルや在り方、社会的
存在として、人間として、周囲の人々と人間
関係を持って、そういう社会的なスキルや在
り方を身に付けていきます。
みんな発達していくのだけれども、獲得し
ていくのだけれども、こういうふうに影響を
与えやすいファクターとして発達障害を理解
できるのではないかなと思ってきたのです。
先ほどと同じですけれども、誰しも、発達
障害があろうがなかろうが、乳児期、幼児
期、学童期、思春期、青年期、成人期、老年
期というふうにライフサイクルを取りながら、
やっていきます。
ライフサイクルごとに、乳児期には、だい
たいお母さんとの基本的な、密接な二者関係。
要するに、愛着関係を経験することで、社会
に対する信頼とか、そういうものを獲得した
い。
幼児期には、いわゆる第一次反抗期があり
ますけれども、自律性ができてきて、それで
肯定的な自己像を形成し、自信を持っていけ
るか、あるいはしかられたり、自信を持てず
恥や疑惑を持つ。
小学校になりましたら、初めての集団生活
のなかで、課題に出会います。学習課題とか
運動会などの行事とか役割活動とか、こうい
う課題に取り組むことで、心身が発育してい
きます。ここで肯定的な声かけをされて、自
信を持って積極的に、生産的になれる子と、
失敗してしかられて私は駄目だとか、私は悪
い子なんだ、思ってしまうかという大事な時
期ですね、学童期といいますのは。

思春期、青年期になったときに、私って何
なんだ、自分はどうやって生きていったらい
いの、そういう同一性を獲得する課題があり
ます。それが獲得できないと、自分がいたっ
てしようがないとか、自分は何もやってもあ
かんの、どうやって生きていっていいのかわ
からないという同一性拡散の状態になってし
まう危険があります。
こういうふうなことを、誰しも悟っていく
のです。そのなかで、こういったものを幼児
期、学童期、ちょっとずつ獲得していきなが
ら、成長していったらいいなと思うのです。
少しでも早い時期です。こういう多動
な、衝動的な傾向があるなと思ったら、常に、
日々、そういうことをコントロールできるよ
うな、例えばちょっとゆっくり、話をして、
ヒントを出して、それから、ちょっと注意散
漫なところがあると思ったら、注意喚起をす
るとか、それからすっきりした整理整頓され
た部屋で、余計なものがないところで勉強す
ると。
それから、こういうふうな問題があるとし
たら、やはり、ちょっとこの子は対人関係に
気を付けようというわけです。一つ一つ、先
生がちょっと注意して、ちゃんとお話を聞い
てね。こだわりということは、当然、あるの
でいいのですが、それを良いこだわりに変え
ていくのです。こう、悪性のこだわりという
か、良くないこだわりというのがよくないわ
けで、１個でも、ちょっとずつコントロール
に気を付けるということは大事です。そうい
うふうに考えています。
発達障害といった場合、特性だけではない
です。二次障害が生まれてしまうなというふ
うな、やはり周囲との関わりというか、周囲
との関係性の問題が関係して深まってくると
思います。
やはり、人はライフサイクルのときどきに、
周囲の身近な人との関係のなかで獲得したり、
応えていくものが必ずありますので、そうい
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うときに、幼児期だと、ちょっとした障害特
性があるということは、育てにくい子であっ
たり、ちょっとわかりにくいことがある。と
いうことで、親側に育児負担とか育児不安と
なる。
だけれども、軽度なのです。誰から見ても
わかるような障害ではないのです。だから、
そんなに見えないということで、やればでき
るはずなのに、何でこうやってできないのと
いう感じで、不安が高まったりします。
そうなると、どうしても虐待とか、そこま
でいかなくても、不適切な養育ということに
なりやすいのです。というのは、そういうこ
とで親の育児負担や不安の高さ、そして孤立
といったものが、虐待に至りやすい、親側の
ファクターなのです。
だから、もちろん虐待や不適切な養育、子
どもには何の罪のないことなのですけれども、
どうしても、そういうことを招きやすいとい
うことが、やはり現実としてあると思います。
だからこそ、早期診断が大切。乳幼児期に
きちっとした見立てをして、早期診断するこ
と。そして、早期療育をすると、ものすごく
有効なのです。
就学前母子通所施設に月１回行っていたと
きに、ああ、幼児期には、こんな状態なんだ
な、軽いの発達障害を持っている子どもは、
こういったことをして、親御さんはこういう
ことに不安を感じたりするんだなということ
を目の当たりにしました。
それから、教育委員会の相談事業の中で、
学童期の小中学校の子どもたちを見せても
らって、ああ、学校ではこういうことが問題
なんだな。それからまた、もう一つおまけに
言えば、障害者職業センターで就労につまず
いている成人の方々、それから精神科臨床の
なかで、うつや何かの症状を持っている人た
ちを見て、ああ、思春期を乗り越えていく難
しさって、こういうことなんだなというふう
なことを理解する機会を頂きました。それで、

その非行少年の理解がやっとできたのかなと
思っています。
次に学童期です。その本人の特性というよ
りも、主に集団とか、社会生活での不適応と
いうことが目立ってきます。
やはり、他の子と同じように行動するこ
とができなかったり、先生の指示に従わな
い。これはご存じのように、ちょっとした言
葉の、あっち、行きましょうとか、こうしな
さいという指示がわからない。曖昧な指示が
わからないわけです。視覚的な支援があった
り、ちゃんと１から10まで、しっかり指示し
てもらったらわかるんだけれども、察したり
することができないものだから、従わないと
思われたり、それからだんだんに学童期ぐら
いになりますと、幼児期の、人に関心がない
時期から、今度は、人に関心を持ち始めるの
です、必ず。３、４年とか、５、６年ぐらい
になると、友だちに関心を持ち始めます。や
はり、特性があっても、そのくらいにちょっ
とずつ社会性も発達していきますから、欲し
いとほとんどの子が思うものなのです。僕も
友達が欲しい。でも、この時点では、周りの
定型発達の子どもたちというのは、ものすご
い巧みなコミュニケーション能力を持ってい
て、ものすごく微妙なコミュニケーションが
なされているわけです。
そのなかで、どうやって友だちをつくっ
ていくのかわからないのです。孤立しやす
い。それからいろんな身勝手に見える、身勝
手ではないのですけれども、行動に出てしま
う。それからちょっとしたことでこだわった
りパニックがあったりという状態なので、ク
ラスでいじめとか、それから先生方の無理解、
理解がなかった場合、指導したりすると、事
態が一層悪化して、自分は濡れ衣を着せられ
たとか、みんなの前で集中砲火を受けたとい
う気持ちが、後々まで残りトラウマというか、
そういうものになってしまう場合もあるわけ
です。
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だから学校生活のなかで、深い傷を負って
いるのです。やはり、特に成長期です。特性
があるんだ。特性があるから、こういうこと
をしているんだという理解を先生が持って、
孤立しないように、集団をきちっと、先生が
集団経営をやっていくことで、こういうこと
はおこなわないということをして、いい思い
を持って、学校生活を送り出してもらうと、
成長したときに、青年期、成人期、楽になり
ます。
ADHDの兆候がある場合。二次障害とし
て、やはり思春期、学力不振です。どうして
も注意散漫ですから、IQは高いのに、学力
が低く、低学歴。そうなると、就労がなかな
か難しい。所得が少ない。特に不景気ですか
ら、首を切られてしまうのです、現場で。し
かられ続けていくことで、大人への不信や反
抗。ずっとしかられ続けていますから、自分
なんか、いいところはない。自己像がだんだ
ん、だんだん低くなる。
そうすると、元々明るい人が多いのですけ
れども、自然にだんだんと暗くなるのです。
抑うつとか無気力になって、何をしても面白
くない。もともと元気な子なのですが、思春
期でもやることがない、面白くない。
そういうことで、行為障害というところで
す。こういうところから関連が出てきている
場合もありますし、それから、こういうとこ
ろらへんから精神科的問題。結構、ADHD
の人、子どものときは元気で活発的で明るい
のですが、だんだん大人になるにつれ、うつ
が案外多いのです。気分症が多いです。
それから人格形成でいうと、反社会性人格
障害とか、絶えず、要は、うつと関連があり
ます。躁うつ。いつもが元気で、結構、躁状
態みたいなところがあるので、二極性の、双
極性の印象なんかに見える場合がありますし、
衝動的で、対人関係が不安定みたいなことが
重なると、うつみたいになってしまうことが
あります。

そういうふうにならないで育っているお
子さんも、ADHDでもいっぱいいるのです。
ADHDの傾向があって、公務員としてとか、
先生としてとか、医者としてとか、仕事をし
ている人はいっぱいあります。
そういうふうに、環境により、良好な人間
関係を持った人がいっぱいいるなかで、やは
り非行とか、精神科の大きな問題を持ってし
まうADHDもあるわけです。なるべく、二
次障害が出ないようにすることがADHDの
支援のポイントになります。
どういうポイントがあるか。そのとき、そ
の場で注意する。やはり、よくないことをし
たら、それを変えていかないといけないので
す。放っておいたらいけない。でも、そのと
きの注意の仕方は、こうなります。あっさり
と具体的な注意をする。抽象的なことは効果
がありません。効果がないどころか、何度も
注意しても同じ失敗をするので、どうして
も先生は、何度も注意していると逆に、だ
んだんとお説教の時間が長くなるものなので
す。子どもに聞いたら、２時間説教をされた
と。２時間、何をしゃべられるんだろうかと
思うのですけれども。
何をしゃべるかというと、やはり抽象的な
話になってしまうのです。良い人間になると
か、こういう不景気のなかで生きていくとか
という話になると、自分が何をしたらいいの
かわからないのです。そうなると、この先生
の説教だけは、うけたくないです。そうする
と、嘘をついたり、言い逃れもするでしょう。
余計に、行動が悪くなる。
次、褒めることは大事なのです。ADHD
の子は、今まであまり褒められたことがない。
家でも学校でも、いつもしかられ、いつも注
意されてきていますから、今まで褒められた
ことが１回もないという子が結構います。だ
からこそ、積極的にいいところを見つけて
褒めてあげてください。ADHDの子どもは、
褒められると、おだてに乗りやすいのです。
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気がいいから。
どんな長所があるかというと、だいたい、
その子はよく動きます。動くのが仕事なので、
運動がよくできます。だから、走りが速いと
か、木登りがうまいとか、そういうところが
案外あります。
それともう一つは、よく共通して思うのは、
優しいのです。優しい。非行少年だから、い
じわるかというと違うのです。だいたいの子
が優しい。誰に優しいかというと、おじいさ
ん、おばあさん、お年寄りに優しい。それか
ら、小さい子どもに優しい。あと、気が好く
て素直です。好きな先生に頼まれたら、すぐ
何でもやるのです。嫌いな先生のことは嫌い
で。そんなことで、そういう素直で優しいと
いうことも、褒めてあげるといいですね。
それから、わかりやすい行動枠。わかりに
くいことを言っちゃ駄目なのです。具体的で、
達成可能な目標設定。絶対に、この子の能力
ではできないだろうということは宿題に出し
てはいけないのです。ちょっと頑張ったら、
到達できるようなぐらいの目標設定、課題を
設定する。それを必ずやらせる。できたら褒
める。そうすると、必ず力が付きます。
二次障害のメーンはやはり、家庭での理解
と保護の程度。養育熱心もいいのですが、間
違った理解の上での対応です。それから、放
任もだめです。学校で正しい理解の上で、発
達促進的な教育環境が、というところになり
ます。本当、そうなのです。こういうことを
すごく思います。
日々の発達です。これはやはり持って生ま
れた資質と子ども巡る生活環境、家庭も学校
も、そうです。地域、社会。この相互作用で、
人格が形成されていくし、発達が形成されて
いくということです。
ループ。資質と環境の相互的で、循環的な
営みの中で成り立っていくもの。一方的じゃ
ないし、直線的でもないと思っています。相
互的、循環的。やはり、「親があっての子ど

も、子どもあっての親」ということを学びま
す。だから、学校では「先生あっての子ども、
子どもあっての先生」。どちらか一方の問題
として捉えるのは、やはり本質的ではない。
全体的に何が起こっているか。子どもたちに
何が起こっているか。親御さんたちに何が起
こっているかです。この循環をループと思う
のですが、望ましい循環とはどんなのかとい
うと、いろいろあるのですが、何か見つけて
周囲が肯定的な評価を、その子に与える。そ
して好意的な態度。先生たちは、あなたが好
きだよという態度。好きだよという態度を先
生に取られている子どもは幸せですよね。嫌
いだよという態度を取られている子どもに比
べると、幸せだと思うのです。親ももちろん
そうです。
良好な自己評価にもつながりますし、自己
尊重感がだんだん大きくなっていく。そして、
周囲に対しても信頼を受けて、受容されてい
るという感じを持つのです。そうすると、課
題に対して前向きに取り組む、意欲的な構え
が持てるのです。
そしてここで、適切な課題です。その子が
ちょっと頑張ればできる課題を与える。それ
にちゃんと意欲的に取り組んで達成する。そ
うしたら、こういう循環が回っていくと、い
くら障害特性があっても、少しずついい方向
に動くのです。
でも、逆に、悪い、あまり望ましくない循
環があります。周囲が否定的な叱責をする、
体罰を加える。そうすると、どうしても自分
の評価は低いです。周囲に対しての不信感や、
自分だけ、いつもしかられて被害感を持ちま
す。そうすると、前向きになりませんし、ど
うせ自分なんかという自暴自棄的、抑うつ的
な気分になってしまう。どうせ、自分なんか
最後までできない、ということで、課題には
向かえない。そうすると結局、障害特性から
くる適応的でない行動がくりかえされて、ま
たしかられるというふうな悪循環です。こう
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いうふうになってしまうと、なかなか抜け出
せない。それで二次障害になっていくのです。
負のループがそのまま子どもにとっての不
適切な養育や虐待につながる。そのなかで、
いろんな状態が出てきて、ちょっとずつ問題
行動が出てきてしまう。
二次的な症状や問題などをきちっと、どう
してこんなことが起こっているかのというこ
とを正しく察知し、正しく見極める、気付く。
そうしないと、次に、問題が持ち越されて新
たな問題が生じると思うのです。これは、鑑
別所でみているから、思うのです。やはり、
どうしてこういうことが起こっているか。表
面だけを見ては駄目なのです。何が起こって
いるかということを、全体として、やはり理
解する。
でも、案外、こういうメッセージ症状があ
るから、問題の所在が理解されます。子ども
というのは言葉を言ってくれませんからね。
子どもってもちろん、１歳半から言葉を獲得
して何でも言えるのですが、内面的な言語と
いうのはないですから、いろいろな負のルー
プの過去を持って、こういうことが悲しいと
か、こういうことをしていきたいな、そんな
ことを大人のように言えないですから、その
代わりに身体の症状を出したり、行動化、い
ろんなことをしたり、それから二次的症状を
起こしたりというふうな症状があるわけです。
その症状を見て、子ども理解を楽にしていく
構図の鍵になるわけです。
その気付きにつながれば、こういう症状を
なるべく早く出してくれたことで、一歩変え
る、全体の環境を変えるということになれば、
私は症状というのは、必ずしも悪いものだと
思っていないです。「少年法」は、そういう
理念があるのです。「少年法」というのは、
20歳にならないまでの子どもで、だからやり
直しがきく段階だと思っている。そういうふ
うな視点で「少年法」があるわけです。
とにかく、循環というのを変えること。こ

の循環は流れですから、流れというのは、力
になります。川も地形を変えていくようなこ
とです。
望ましいかたちの循環に変換することがで
きれば、すべてがそんなに肩の力を入れなく
ても、相互的に、循環的に、良いほうに変
わっていくという例が多くあるのです。周囲
のほう、親や先生のほうも、案外楽で、明る
い気持ちで過ごせるという、何かこう、いい
ところ見つけて、褒めていればいいわけなの
で、いつもしかってばかりで、つらいですよ
ね、しかるほうも。
子どもが救われれば、親も救われる。先生
もそうなのですけれども。やはり、私は子ど
もさんと、親御さんのほうもカルテをつくっ
て、診察をしている例はたくさんあります。
親御さんなりに気持ちがよくなる、表情がす
ごく明るくなってくださるのは、やはり子ど
もさんがよくなることなのです。子どもがよ
くなると、親御さんが楽になるでしょ。親御
さんが楽になって、表情が明るくなって笑顔
を浮かべてくれると、子どもは救われるので
す。
そういう本当に相即的というか、相互的な
ものかなと、いつも臨床していて思います。
負のループから正のループへ変えることが
肝心と言いました。変えるにはどうしたらい
いか。やはり、知ることだと思うのです。子
どもを正しく「知る」。子どもの示す適応的
でない行動や症状は、どうして出ているんだ
という理由を知るのです。正しく「知る」。
知ったら、子どもに対する見方や受け取り
方が変わってくるのです。感情が変わる。お
のずと、態度や対応が示されます。
これはもう時間がないのでいきますけど、
こういうふうに、親側も先生もそうですけれ
ど、人間ですから、神様じゃないですから、
循環の中で成長もしますし、落ち込みもしま
す。
こういうふうに、なかなか自分が生んだ子

地域支援心理研究センター紀要.indd   9 2012/03/16   17:08:59



－　 －10

定本 ゆきこ：二次障害としての非行　－診断することの意味－

どもをかわいいと思えないし、親としての自
信を持てないのです。そうすると、子どもの
顔を見るのがしんどい、膝に来られると嫌だ。
また、しつけが悪化してしまうということで、
これは負のループなのです。
でも、意味がわかります。あ、そうだった
んだ、こういう診断があって、この子、好き
でやっているんじゃなくて、こういうところ
が弱かったんだ、特性があったんだという診
断がわかります。そうすると、親も楽になる
のです。あっ、だから、これだけ注意しても
あかんかったんだ。こういうことがあるとい
うことは、この先、いろんなことが起こって、
こういうふうにして、こういうふうにして支
援していけば、こういうようになるというふ
うなことが想像できるのです。示されれば、
まず見通しがつくのです。もう、この先、ど
うなるんだろうと言っていたのが、ある程度
の見通しがつく。
とすると、自分のせいだけじゃなかったん
だと思って、お母さんも少し自信を取り戻し
てくれるかもしれません。子どもに対しても
ですね、この子は困った子だと言って、被害
者のように、この子は困ったと思っていたん
だけど、一番困っていたのは、実はこの子
だったんだ。いつもしかられて、一番困って
いたのはこの子だったんだということで、い
じらしく思えたり、かわいく思えたりという
ことがよくあります。
そうすると、お母さんでも変化します。お
まけに、ちゃんとした専門的な対応方法、し
つけ方法がわかると、必ず子どもは改善する
のです、長く続けば。
支援者の立場からいくと、やはり効果的な
介入は、正しい理解、診断につながるような
正しい理解をすることです。やはり、正しく
知ることは、ちゃんと愛することにつながり
ます。愛情だけじゃなくて、正しく知ってい
なかったら、どうしたらよいのか実はわから
ないのです。

だから、愛情だけを押しつけること、そう
いうことをしたら、やはり辛いと思います。
親だって、愛情が足りないとか言われても、
じゃ、どうしたらいいのか。愛情は、いい言
葉ですけれども、抽象的な言葉で、どうした
らいいの。親に対して行動する具体的なこと
を言ってあげないといけないのです。こうい
うことだから、こうしたい。
やはり親も人間ですから、その成長を循環
的な方法で。なかなかしばらく結果が見えな
いときに、傍にいるということ。ちょっとで
も良い兆候が出てきたら、共に喜ぶこと。支
援者が、学校の先生とか、支援者が横にいた
ら、お母さんは本当に勇気が出るものです。
そういうものなのです。
特に、思春期、青年期です、いろいろな問
題があるのは。特にこの時期は。
それは、やはりそれまでに周囲の誤解、そ
れから適切でなかった対応が積み重なってい
る。問題が理解されないままに、主にストレ
スが蓄積されているということで、二次障害
になると思います。
その時点では、かなり引きずっていること
があるのです。現実場面で失敗体験が積み重
なっています。特に、自閉傾向がある人は体
験時にいろんなこう、何で自分に悪気はない
のにしかられるんだろう、みんなにいじめら
れるんだろうということがたくさん経験され
ています。過去の嫌な記憶から、なかなか抜
け出せない。それは、視覚的な記憶なのです。
いじめられたときの光景がそのままにフラッ
シュバック、何十年経っても、ばあっと出て
くるのです。
この視覚的な記憶というのは、本当に生々
しいですから、物事による記憶とか、出来事
による記憶にしていたら、だんだん色あせる
ものです。記憶って。昔いじめられた。でも、
だんだん時間が経ったら、セピア色になり、
ほろ苦いくらいの意味になるんだけれど、視
覚的に記憶している場合は、総天然色でよみ
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がえるので、そのときの気持ち、感情という
のが、そのまま引きずり出されています。だ
から、しんどいのです。
だからこそ、本当に集団の中で安心して過
ごし、いやな思い出を作らないことが大切な
のです。配慮が必要ということです。
ソーシャルコミュニケーションがつたない
ということがありますから、すぐ対人関係の
トラブルを起こしやすいわけです。だから、
傷つき体験ばかりが重なる。その経験として、
こういうことがなければ、対人関係って、ど
うしてもうまくいく場合もあれば、うまくい
かない場合も多いのです。だから、対人関係、
人によって、人は必ず、一番傷つきます。で
も、人によって、必ず、一番癒されるのです。
それを体験しながら、人を知っていく、社会
を知っていくという過程があるのですが、ど
うしても、対人スキルがつたないために、傷
つき体験だけがたまってしまうということで
す。放っておいたらです。支援しなかったら
です。
他者や社会との良好な関わりが乏しいので
す。否定的な経験ばかりをしている子が多く
て、しかも固執性が強いために、被害感が続
くということになるわけです。本当にしんど
い。
思春期、青年期になりますと、抱えている
問題です。このころ、自分のことを見つめる
ようになる時期です。自己像というね。劣等
感を感じたり、今までの失敗経験から自分を
責めるとか、自分は駄目だというふうなこと
で悩んだりします。こういうことでずっとこ
う、日々、悩んでいます。
それから、自分の居場所がないのです。自
分がいていい場所、みんなが僕のことを知っ
ていてくれて、歓迎してくれる場所。そうい
う、居場所がないということは、本当につら
いのです。周囲の人々や社会とのあいだに大
きな距離を感じている。
ということで、その上で青年期における新

たな課題があるのです。進路、就職です。友
だち関係、異性関係に向かわなければいけな
いわけですから。深刻な不適応感を抱える。
こういうことで不適応です。引きこもり、
職場の問題です。大学までは、まあまあです。
少なからずいいんだけれども、職場に入って
から、臨機応変にすることができなくて、不
適応になってしまう場合もあります。
それから、精神科的な問題になるときもあ
ります。抑うつなどの気分障害です。それか
ら、ADHDも結構多いと思いますけれども、
発達障害をもっている方のうつが、とても多
いのです。
それから、強迫性障害。強迫ということは、
もともとこだわりやすいので、持っていると
いうのはあるのですが、それが思春期になっ
て、急に、ものすごい強迫の症状が出てきた
りします。
やはり発達障害の診断をして、支援すると
いうことをなくして解決はしないです。
それから、社会不安障害（対人恐怖）とい
うのも、多いのです。それからパニックに
なったときに、精神障害と間違われてしまう
ような場合もあるわけです。それから、いろ
んな問題、違法行為とか性的問題ということ
が起こっています。
これは、今度は発達障害の場合、もともと
枠に構える、枠に従う構えが強いです。まじ
めです。むしろ、赤信号を誰もとおっていな
いときにぱっと渡るというと行為とか、それ
から50キロ制限とか、高速道路の80キロ制限
なんて、びゅんびゅんみんな、そこは当然の
ように走っていますけれども、あれは絶対に
かたくなにやってはいけないんだと思うとか、
そういう人がいますから、決して小さな犯罪
ということになると、全然、違う。
だけれど、ただ大きい、犯罪、非行がたま
に起きます。動機が不可解なことがあると思
うのです。ちょっと目立つような大事件に
なったりして目立つから、新聞で取り上げら
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れたりしてしまうのです。
いくつもの原因が重なっているのです。発
達障害がそのまま、ストレートに非行につな
がるこことはあり得ないです。まあ、自分の
行動が他人の影響を理解できないということ
です。それから、他人の表情や周囲の状況が
読みとれない。
それから、悪性のこだわり行動が伴う。そ
れから、他の人に利用されやすい点もあるの
です。何の悪気もないのに、共犯になったり
することがあります。やはり、友だちが欲し
いというのがあります。友だちになってあげ
たら、ちょっとお金を持ってきてとか、万引
きしてとか、そういうふうに反応しておいて、
言われて、そのままそういうことをして、共
犯にされたことがあります。
それから、被害的な認知をしてしまうとい
うことがあります。それから、蓄積するので
す。発散されないままで、ずっと蓄積されて
いく。それから環境が変化したり、職場の配
置転換があったり、困難に直面したときなど、
柔軟に対応できないものですから、混乱した
り、パニックになって、特に大きな問題があ
ることもあります。
次に、自閉症圏の中で、非行化しやすい、
リスクもあるかどうかです。これはやはり、
あると思うのです。
いくつかありますが、まず男子であること
です。当初の犯罪非行は、男の子のほうが圧
倒的に多いです。大人になっても、男性のほ
うが、だいたい９対１とか、10対１の割合で
犯罪非行はこういうふうに男性のものなので
す。言ったらね。女子であるということは、
それが、普通は非行にいかない。
それから、やはり虐待的な家庭環境、ある
いは母親的な機能の欠如。本人の代わりに臨
機応変にいろいろ状況を察して、根回しをす
るとか、まったく、そんな機能があることで、
社会的状況でとても大きいと思います。自閉
症の場合はやはり、難しい。

それから、学校での不適応。これも大きい
です。いじめや孤立で登校拒否とか、エス
ケープの場合も、どちらもです。
それから、学校以外でも居場所がない。未
診断で相応の支援・配慮を受けていない。対
人スキルが未発達。それから、こだわりがあ
ります。こだわりがある場合。それから対人
恐怖があったり、抑うつ、強迫というふうな
精神科的な症状があると、その苦痛がより拍
車を掛ける場合があります。
広汎性発達障害と非行のまとめですけれど
も、発達障害だけが非行の原因ではありませ
ん。さまざまな原因が重なって、逸脱したり
します。でもやはり、認知のゆがみは、被害
的に認知したり、あれはよくないから正して
あげないといけない。そういうふうな思い込
みがあるのです。これはどうしても、何とも
しがたいというのがあるので、これの修正が
こまめにあってほしいと思います。週に１回、
診察に行って、よくないと思うかと言うから、
それはやめなさい、それはやめておきなさい
というふうなことがあります。
やはり、なるべく早い時期に診断する。そ
れは特性が周囲に理解されることが望ましい
です。早い時期から、配慮と支援のなかでス
キルを獲得していくことがやはり望ましいで
す。この本人のストレスが少ないですし、そ
れから社会参加の方にいきやすいですし、そ
ういうわざわざ非行にしないといけないよう
な状況にならないように、なりにくいです。
それから、本人は、なるべく和やかな人間
関係のなかで、平和的なモデルを見ながら育
つことが望ましい。これも大事です。
それとか、よく例としては、ＤＶ家庭のな
かで育つ。どうしても、ＤＶ家庭で育ってし
まった場合、ＤＶを受けて、苦痛を感じて苦
しんでいる母親に共感して、暴力は絶対に振
るわないという、本当にそういう価値観を持
つ男の子がいますが、あるいは暴力を振るっ
て、人間関係のパターンをつくっている、何
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でも支配している父親のほうに同一化して、
この暴力を使えば、うまくやれると父親的に
同一してしまう場合があるのです。
どうしても、広汎性発達障害を持っている
子となると、そういう複雑な人間関係の機微
がわからない。お母さんがDVを受けている
のに、そのわりには、ちゃんとご飯をつくっ
てくれるとか、べつにいいんだ、苦しくな
いんだ。でも、お母さんがいる事情なんで
しょう。経済的に別れるわけにはいかないん
だ、あるいは世間体があるから、別れたらあ
かんとか、この子が私学の学校に入るから別
れたらあかんとか、いろんな理由があるので
す。でも、そういうところもわからないから、
あ、お母さん、べつに暴力的にされてもいい
んだということで、あ、こういう暴力が人間
関係の基本に思ってしまいやすいので、やは
りDVのある家庭があれば、早く別居したほ
うが、絶対うまくいきます。
行動改善の重層的な性質です。環境調整を
することが、すごく大事です。絶対に大事で
す。家庭に理解してもらう。学校や職場で理
解と支援を求める。年齢相応の居場所も大事
です。
それから、発達を促進するというとき、環
境をどこでするかといいますけれども、それ
から薬物も必要ないですから、症状を抑える。
一日、一日、症状がない日を重ねることがす
ごく大事です。
これら全部が相互に関連して、効果的につ
なぎ合わせ、総合的に全体として、行動を改
善していくということです。あと１個です。
違法行為が起こったときに、どういうふう
に対処して、予防していくか。小さなサイン
を必ず子どもは示します。いくら言いなり型
の人といったって、その前にサインを示さな
きゃ小さな存在。そういうときは、背景にあ
る苦しさ、生きづらさの存在を想定して、本
人の言葉に、しっかり耳を傾けること。焦る
ことはないです。自分のしんどさや生きづら

さをわかってくれる人がいるだけで、本当に
支えになれます。
それから、その生きづらさを受け止める、
今度はこちらが用意します。無理をしない、
無理をしたら駄目だというふうに告げること
です。じゃあ、どうしよう。学校での不適応
をどうしよう。じゃあ、ちょっと保健室でお
話をして、保健室のところに逃げ場をつくろ
うか。仕事がうまくいかないとか、これは
ちょっと向いていない仕事だから、上司に
言って職場の仕事内容を変えてもらおうかと
かみたいに一緒に考えるので、それがストレ
スの強い状況からは、我慢させては駄目です。
早めに対処する。それから、抑うつとか不安
のような状態になったら、早めに治療する。
それともう一つ。違法行為をしてしまうで
しょう。ちゃんと大目に見ない。やはり、事
の重大さとか、相手に与えたダメージの大き
さというのはどうしても想像できにくいので、
やはりちゃんと同じように厳しく処分を、厳
正に処分をしてもらうことで、重大なんだと
いうことを認識させないといけないです。
予防、抑止のためにできることは、何より
も早期診断されることに越したことがないで
す。早い時期に状況を知って、周囲が正しい
理解をし、適切な支援をしていくことに尽き
るのです。
適応的な行動が取れるように、日常の中で
は、ソーシャル・スキル・トレーニングを積
んでいくことです。
それから、社会的な行動に必要な基本的な
ルールを早い時期から一貫して教える。小さ
いからいいだろう、大きくなったら、だんだ
んとするだろうじゃいけないのです。9歳か
10歳の子どもに、なんかやらないだろうと
いって、こんなことしたり、触りにいく癖と
なる。やはり、よくない。それは犯罪になっ
てしまいます。10歳はかわいいんだけれど、
そういうことがおこなわれます。
それから、早期からコントロール。年齢に
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応じた居場所を持つことです。家庭や社会の
中で役割意識です。人との良好なつながりが
持つ。これも特に大切です。これがあると、
非行にいかないです。良好なつながり。や
はり、非行をすると、お母さんも悲しむと
か、先生とか、周りの人を悲しませるみたい
な、自分がいなかったら、学校、家も困ると
か、そういう役割意識を持つことが、逸脱的
な行動をすることがあっても、非行を抑止し
ます。
家族です。これは非常に大切です。家族は
日常的なサポートシステムをつくってくれる
最も大切な人たち。でも家族もまた、いろい
ろ苦労が存在していると、抑うつとか、パ
ニック症状とか、ストレスからの症状が出る
場合もあります。だから、一緒に治療とかを
する場合もあるのです。やはり、こちらが配
慮すること。ちょっと親御さんを、家族を自
分一人じゃない。毎日、元気で明るく暮らし
ていくと、必ず、子どもさんにとってもプラ
スになりますから。
親族にも発達障害の特徴がある場合があり
ます。そうなると、家族全体を包括的に理解
し、多角的にサポート。学校だけではなくて、
発達障害支援センターとか、児童相談所とか、
そういう、より多角的なサポートが必要に
なっていきます。
まとめです。早期の診断についてです。障
害特性が理解されていれば、将来予測される、
思春期にはどういうリスクがあるとか、とい
うことがわかるわけですから、診断を下すこ
とが、結局、予防的に、保護的に、対応する
ことができる。
でも、かといって、学童期ではなくて、診
断されることが思春期に、ちょっと非行で診
断されるということも実際あるのですが、や
はり、どの時点でもです。診断することに
よって、その時点から、本人の特性です。正
しく理解する。こういった悪気が特にないん
だな、こういう特性があるんだな、こういう

特性があるから、ああ、本当にこういうふう
に生きにくいよねということを周りが思いや
ることができれば、その時点から、その人に
対する適切な配慮と支援が可能になってくる
のです。だから、今日より遅い日はないとい
うかね。
二次障害の予防、二次障害からの回復とい
うことですが、やはり、発達障害の正しい理
解と支援によってこそ、可能になります。こ
の正しい理解なくしては、あり得ません。駄
目です。
支援の連続性を保たせること。絶えず、適
応水準を維持するように努めること。小学校
から中学校とか、すべての高校とか、学校を
経て、就労するときに、やはり連続性を持た
せる人の存在です。結局、学校が大切だけれ
ども、やはり担任が替わったり、その当たり
が、がくっと落ちる場合があります。だから、
これがあります。
その行為というのは、まず診断があります。
やはり診断があると、他の機関がちゃんと動
いてくれるわけです。この人は、問題だけな
んですというだけでは、何ら支援はできない。
やはり、きちっとした診断があってこそ、次
の医療機関とか、つながっていきます。
ということで、ちょうど時間になりました
ので、早口でしたけれど、話を終わらせてい
ただきます。（拍手）
 （了）
（注）
上記は、2010年11月13日（土）に、追手門
学院大学において開催された、地域支援心理
研究センター公開シンポジウム「発達障害の
理解と支援―診断を支援に結びつけるために
―」の基調講演を基に作成した。
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